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大学生の保護者の半数が「男性も育休を取得し子育てするほうが良い」 
一方で、父親と母親の意識に大きな差。 

「オヤカク」を経験した保護者は 52.4％で増加傾向に 
「マイナビ 2023 年度 就職活動に対する保護者の意識調査」発表 

 

株式会社マイナビ（本社：東京都千代田区、代表取締役 社長執行役員：土屋芳明）は、大学 4 年/大学院 2

年以上で今年就職活動を終えた、もしくは現在活動中の子どもを持つ保護者を対象に実施した、「マイナビ 

2023 年度 就職活動に対する保護者の意識調査」の結果を発表しました。 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

【調査概要】 

子どもの将来の子育てに対する考えについて、「結婚後は、夫婦で共働きをするほうが良いと思う」と答え

た割合は 49.2％（「非常にあてはまる」と「まああてはまる」の合計）。男性育休については、49.6％が「男

性も育休を取得し子育てするほうが良いと思う」と回答し、ともに約半数となった。【図 1、2】 

ただし、男性の育休取得については保護者の性別によって 10pt 以上の差があり、こうした差が今後小さ

くなることが、子どもの男性育休に対する意識をより向上させていくうえで重要になると考えられる。【図

3】 

 

【図 1】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 49.6％が「男性も育休を取得し子育てするほうが良いと思う」と回答。一方で、父親と母親の男

性育休に対する意識に大きな差【図 1、2、3】 

 子どもに「Z 世代らしさを感じる点」の 1 位は「すぐスマホで調べること」。就職活動において終身

雇用や大手企業にこだわらない点も、ギャップを感じている【図 4、5、6】 

 「オヤカク」（内定確認の連絡）を経験した保護者は 52.4％で増加傾向に【図 7、8】 

TOPICS 

保護者の 49.6％が「男性も育休を取得し子育てするほうが良いと思う」と回答。 

一方で、父親と母親の男性育休に対する意識に大きな差 
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【図 2】 

【図 3】 

 

子どもに「Z 世代らしさ」を感じる点を聞くと、最も多かったのは「わからないことは誰かに聞かずにすぐに

スマートフォンで調べること」（40.0％）となった。就職観に関するものでは「1 つの会社に勤めあげるとい

うイメージが少ない」（17.2％）、「大手企業にこだわらない」（16.3％）、「競争心がない」（14.8%）、「出世

欲がない」（14.2％）、「長時間労働や休日出勤への抵抗感が強い」（10.9％）などの回答が多かった。【図

4】 

一方、保護者と子どもの意識のギャップをはかるため、保護者が就職活動をしていた当時の風潮を聞いた。

最も多かったのは「転職は今ほどまだ一般的ではなかった」（46.1％）で、「長時間労働や休日出勤などは当

たり前だった 」（44.8％）、「結婚や出産・育児のタイミングで退職する人が多かった」（42.4％）、「1 つの

会社に勤めあげキャリアアップを目指すことが当たり前だった」（41.5％）などの回答が続いた。【図 5】 

終身雇用や長時間労働を前提とした時代に就職活動を行っていた保護者と、Z 世代である子供の就職観に

はギャップがあり、子どもの価値観を理解しながらアドバイスを行うことが重要と言えるだろう。 

 

子どもに「Z 世代らしさを感じる点」の 1 位は「すぐスマホで調べること」。 

就職活動において終身雇用や大手企業にこだわらない点も、ギャップを感じている 
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【図 4】 

 

【図 5】 

 
 

 

 

子どもの内定企業から「内定確認の連絡」（いわゆる「オヤカク」）を受けたという回答は 52.4％と半数

以上となり、増加傾向にある。【図 6】 

2024 年卒の学生を対象にした調査では、内定先に関する意思決定の際に助言や意見を聞いた相手

として最も多かったのは「父親・母親」（61.9％）であり、学生の意思決定への保護者の影響は大きいと

言える。こうした背景から、内定学生の保護者に対して同意の確認を行う企業も増えているものと考え

られる。【図 7】 

「オヤカク」を経験した保護者は 52.4％で増加傾向に 
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【図 6】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図 7】 

 

【調査担当者コメント】 

保護者の半数近くが子どもに対して「共働きするほうが良い」「男性も育休取得した方が良い」と考えてお

り、大学生の高い共働き志向の背景には、こうした保護者側の意識が影響している可能性も見えてきまし

た。またZ世代である子どもに対し、出世や長時間労働に対する考え方などにギャップを感じていること

もわかりました。自身の経験を踏まえたアドバイスとして「子どもの就活環境に関する情報収集が必要で

ある」といったコメントもあり、子ども側から進路や将来について助言や支援を求められた際に適切なアド

バイスができるように、世代間のギャップを認識しながら、子どもをとりまく環境に対する知識・情報を備

えることが重要であると言えます。 
 

マイナビキャリアリサーチラボ 研究員  長谷川 洋介 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【調査概要】マイナビ 2023 年度 就職活動に対する保護者の意識調査 

○調 査 期 間／2024 年 1 月 11 日（木）～2024 年 1 月 12 日（金） 

○調 査 方 法／ＷＥＢによるアンケートフォームに回答 

○調 査 対 象／株式会社クロス・マーケティングのモニターで以下の子どもを持つ保護者を対象 
「大学 4 年/大学院 2 年以上で今年就職活動を終えた、もしくは現在活動中」の子ども 

○調 査 機 関／株式会社マイナビ（アンケートモニター提供元：株式会社クロス・マーケティング） 
○有効回答数／1,000 名 
※調査結果は、端数四捨五入の都合により合計が 100％にならない場合があります。 

※調査結果の詳細はこちら 

（https://career-research.mynavi.jp/reserch/20240213_69413/）でご確認いただけます。 
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【お問い合わせ先】 株式会社マイナビ 社長室 広報部 渡邉  Email：koho@mynavi.jp 

『マイナビキャリアリサーチ Lab（ラボ）』は、雇用や労働に関連する様々な調査データやレポートを通じ

て、雇用の在り方や個人のキャリアを考える上で役立つ情報を提供するサイトです。 

蓄積してきた調査結果、新たに分析した雇用関連のレポート・コラム、市場データといった情報の提供

を行い、組織と個人をつなぎ、社会全体でキャリアの在り方を考える一助を担います。 

「働く」の明日を考える マイナビキャリアリサーチ Lab 

 


